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論文内容の要旨
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cb恒国nersBehavior 
(市場構造と消費者行動の推定法に関する研究)

日本の産業界は、 20世紀の後半長く続いた右肩上がりの成長

路線が破綻して、明日がわかりづらい時代を迎えてしも。同一業

界で、さえ企業間格差訪2広がってきたため、業府つ全体的傾向を知

ることの意味が薄れている。これは、同業他社と同じような事をして

いれば、企業として成り立っていた時代が終わり、各企業が独自

の戦術、戦略を持つ必要性が増してきたことを意味する。また、グ

ローパリゼ}ションの進展から 日本における輸入数量、輸入金

額は共に増加し、どの国のどの企業の商品が、自らの競争相手

(∞m戸dωr)であるのかが、わからなくなっている。そのため、

企業は自らの創意で魅力ある新商品、新サービスを開発しなけれ

ばならなくなった。

現荘、商品やサービスに対する消費者の購買行動を研究する

ために、行動科学、オベーレ、ンョンズeリサーチ、統計学や確率論、

さらに多変動車析の応用研究等が重要になってきている。この論

文では、コンジョイント分析、エントロピー・モデル、ハーニタ aモデ、

ル、ハフ・モデルを用い、また、これらのモデ、ルや手法を組み合わ

せて使用し、市場構造や消費者の選択行動の解明に対して、科学

的な解析を試みる。

持命文は、 7章で構成されている。以下にその概要を述べる。

第1章は、序論であり、市場構造や消費者の選択行動の研究に

ついて、関連文献を概観し、材開の目的及て論文の概要につ

いて述べる。

I 動工業大学経営情報科学部(豊田市)

2 名古屋工業大学大学関主会工学専攻(名古屋市)

第2章は、数理心理学の分野から発展したコンジョイント測定法

そ応用した、コンジョイント分析について考察する。この手法

は、マーケテイングにおける消費者のi臨の測定lこ利用され、

消費者が製品の各属性に対してどの程度の越子を感じるかを明

らかにするものである。ここでは、消費者から得られたプロフ

ァイノレと、そのプロファイノレに対応する濁子順序データに基づ

いて、各属性水準に対する部分効用値を測定する。更に、測定

結果の適合具合(当てはまりの良さ)を各部分効用値に含まれ

る誤差により評価する。また、最適プランを提案する。

第3章は、消費者の製品に対する濁枇率を推定するため、

エントロピー・モデノレとハーニタ・モデルを適用して考察する。

これらのモデ、ルは、製品の市場調査を十分に行えない場合に有

効で、占有率などのデータを利用した市場の内部分析に適して

いる。ここでは、中古車に対するi郵度を調査し、その結果の

期りにハーニタ@モデノレを適用して、各要因に固定された溜子

比率(固定層)と非固定層の選好比率を算出する。その結呆、

消費者がどのような基準で製品を選択するかを合理的に把控す

ることが可能となる。

第4章は、第2章で考察されたコンジョイント分析と第3章

で考察されたエントロピ}・モデルとハーニタ・モデルの組み

合わせ利用について考察する。コンジョイント分析によって提

案された最適プランに対して、各要因に固定された選好比率(固

定層)と非固定層の越子比率を算出する。これにより、コンジ

ョイント分析で測定された消費者の蕗子のより深吋巴握が可能

となる。

第5章は、アメリカの経済学者デービットーハフ博士による

小売吸引のモデル理論を取り扱う。このモデルは、それまで都

市単位で論じられていた小売吸引論を小売商圏論に転換させた

モデルである。ここでは、日本の旧通商産業省(現在の経済産

業省)が発展させ、大規則、指摘審議会が:7ct¥'l府出府調整の
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審査基準にしている修正ハフ・モデルを使用する。本章では、

コンビニエンスストアの駐車スペースを変化させることによっ

て、来居者の期待都どのように変イけるかを考察している。

第6章は、第5章で考察されたハフ・モデノレ(修王ハフ・モ

デ/レ)と第3章で考察 されたエントロビー・モデ、ノレとハーニ

タ@モデルの組み合わせ利用について考察する。初めに、ハフ。

モデル(修正ハフ@モデノレ)を使用して、消費者が百貨庖のJ吉

舗を選択する害i恰について考察する。次に、エントロピー・モ

デ、ルとハーニタモデルを使用して、消費者の百貨庖に対する選

択比率(固定層と非固厄層)を托彊することにより、百貨居間

の市場構造の推定が可能になる。

第7章は、第2章から第6章までのまとめと今後の課題につ

いて述べる。

以上のように、本論文は、市場構造や消費者の選択行動の把

握を科学的に開面するために、消費者の溺子を多角的に分析し、

解析を季初子したものである。すなわち、コンジョイント分析、

エントロピ}。モデノレ及びhーニタ e モデル、ハフ@モデノレを

使用し、また、それらを組み合わせて使用することによって、

市場構造の把握相田費者の選択行動を科学的に考察したもので

ある。

論文審査結呆の要旨

山田洋巳君提出の論文 iAS旬dyonE鋭m副ngMethod of 

h伝rketS町出由回dCo田町出Behavior(市場構造と消費者

行動の推定法に関する研究)Jは、近年の担金・経済活動中で、

市場構造や消費者の濁R行動をより詳しく出走することが不可

欠となっている現状に鑑み、消費者の韮敦子を解析し考察したも

のである。

日本の産業界は、 20齢己の後半長く続いた右肩上がりの成

長路線が破綻して、各企業が独自の戦術、戦略を持つ必要性が

増してきた。また、グローパリゼ}ションの進展から、どの国

のどの企業の商品が、自らの競争相手であるのかが、わからな

くなっている。そのため、企業は自らの倉町意で魅力ある新商品、

新サービスを開発しなければならなくなっており、商品やサー

ピスに対する消費者の購買行動を研究するために、行最桝学、

オベ}レションズ@リサーチ、縮博や確率論、さらに多変量

角勃庁の応用研究等が重要になってきている。この論文では、コ

ンジョイント分析、エントロピ~.モデル、ハーニタ@モデル、

ハフ・モデ〉レを用い、また、これらのモデルや手法を組み合わ

せて使用し、市場構造明首費者の選択行動の解明に対して、科

学的湖特庁を奇跡る。

本論文は、 7章で構成されている。以下にその概要を述べる。

第1章は、序論であり、市場構造や消費者の魁R行動の研究

について、関連文献を概観し、本芳院の目的及ひ論文の概要に

ついて述べる。

第2章は、数理心理学の分野から発展したコンジョイント測

窟去を応用した、コンジョイント分析について考察する。この

手法は、マーケティングにおける消費者の選好の測定に利用さ

れ、消費者が製品の各属性に対してどの程度の越子を感じるか

を明らかにするものである。ここでは、消費者から得られたプ

ロファイルと、そのプロファイルに対応する溺子順序データに

基づいて、各属1を水準に対する部分効用値を測定する。更に、

測定結果の適合具合(当てはまりの良さ)を各部分効用値に含

まれる誤差により評価する。また、最適プランを提案する。

第3章は、消費者の製品に対する選択比率を推定するため、

エントロピ~.モデルとハ}ニタ@モデ、ルを適用して考察する。

これらのモデルは、製品の市歩調査を十分に行えない場合に有

効で、占有率などのデータを利用した市場の内部分析に適して

いる。ここでは、中古車に対する蹴子度を調査し、その結果の

集約にハーニタ@モデノレを適用して、各要因に固定された選好

比率(固庖層)と非固定層の越子比率を算出する。その結果、

消費者がどのような基準で製品を選択するかを合理的に把握す

ることが可能となる。

第4章は、コンジョイント分析とエントロビー。モデノレ及び

ハーニタ@モデルの組み合わせ利用について考察する。コンジ

ョイント分析によって提案された最適プランに対して、各要因

に固定された選好比率(固定層)と非固定層の濁子比率を算出

する。これにより、コンジョイント分析で測定された消費者の

道敦子のより深吋団震が可能となる。

第5章は、アメリカの経済学者デービット・ハフ博士による

小売吸引のモデル王覇命を取り扱う。このモデ、ノレは、それまで都

市単位で論じられていた小売吸引論を小売商圏論に転換させた

モデ〉レである。ここでは、日本の!日通商産業省(現在の経済産

業省)が発展させ、オに規制、指摘審議会がブ哩届出盾調整

の審査基準にしている修正ハフ eモデノレを使用する。本章では、

コンビニエンスストアの駐車スペースを変化させることによっ

て、来庖者の期待数がどのように変化するかを考察している。

第6章は、ハフ・モデル(イ彦正ハフ。モデル)とエントロピ

~.モデル及びハーニタ。モデ、ルの組み合わせ利用について考

察する。初めに、ハフ@モデル(修正ハフ@モデ〉レ)を使用し

て、消費者が百貨盾の周枕選択する害恰について考察する。

次に、エントロピ~.モデノレとハーニタモデルを使用して、消

費者の百貨屈に対する選択比率(固定層と非固定層)を把握す

ることにより、百貨居間の市場構造の推定が可能になる。

第7章は、第2章から第6章までのまとめと今後の課題につ

いて述べている。

以上のように、本論文は、コンジョイント分析、エントロピ

ー・モデル及びハーニタ。モデル、ハフ・モデ〉レを使用し、ま

た、それらを組み合わせて使用することによって、市場構造の

拒握や消費者の選択行動を科学的に解明できることを提案した

ものである。その結果、市場構造や消費者の選択行動をより詳
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しく托握することが可能となり、今後の企業活動に対して、非

常に有益となる。

以I二により、本論文提出者山田洋巳君同等土(工学)の学位

を受けるのに十分な資格を有するものと判定した。

(受理平成18年3月18日)
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